
テクノロジー戦略と財務的意思決定の
バランスをどう実現するか？
企業がどこでどのようにビジネスを展開するかは、テクノロジーが支えて
います。これに伴い、テクノロジーに関連する費用をどのように支払うか
も、同様に重要な課題です。

現金で前払いすると、購入した償却資産が倉庫に眠ったまま、バランスシ
―トに残るリスクがあります。また、環境に配慮した廃棄基準を満たす必
要があるため、組織はさらなる負担を抱えることになります。

従来の支払い計画は、急速に変化する市場環境や激化する競争に対応する
には、あまりにも柔軟性が欠けています。しかし、テクノロジーへの投資
は依然として重要な事業戦略であり、将来の柔軟性を保ちながら資金を調
達する必要があります。

多くの企業は、必要なテクノロジー製品の調達と、それらの資金調達方法
の検討は切り離されています。

では、もしテクノロジーへの投資とその資金調達をシンプルにする方法が
あるとしたら、どうでしょうか？



テクノロジーファイナンスをシンプルに
テクノロジー製品を所有する目的であれ、使用する目的であれ、テクノロジー戦略と財務健全性の
バランスを保つことは難しい問題です。

しかし、レノボにおいて、お客様の金融専門サービスを提供するレノボ・グローバル・ファイナ
ンシャル・サービス（LGFS）を活用すれば、ポケットからクラウドまで、信頼できるハードウェ
ア、ソフトウェア、サービスの支払いに対応できる柔軟なファイナンス・ソリューションの提供
を受けることができ、テクノロジー戦略と財務健全性のバランスを維持することができます。

LGFSを活用することで、以下のメリットが得られます：

Pay as a service
お客様のことを第一に考えたファイナンス・ソリューションにより、ハードウェ
ア、ソフトウェア、サービスの柔軟な支払いオプションを導入し、ニーズに合わ
せて使用台数の増減や使用の一時停止が可能です。つまり、要件が変化した場合
でも、IT予算をより～、財務上の柔軟性がビジネスに活かされるようになります。

Pay to use
必要な時に必要なハードウェアを入手でき、定額支払いを利用することができます。
これにより、初期投資を抑えつつ、キャッシュフローを効果的に管理し、テクノロ
ジー製品の取得から使用、サステナブルな廃棄に至るまで、ITライフサイクル全体
での資金の効率的な運用が可能になります。

Pay to own
定期的にお支払いいただくファイナンスリースを利や割賦用することで、お客様
はレノボ製品を比較的容易に調達できます。テクノロジー製品とは別に、サービ
ス契約の提供も可能であり、明確で信頼性の高い投資がスムーズに行えます。

レノボ・グローバル・ファイナンシャル・サービス（LGFS）については、
お近くのレノボ担当者にお問い合わせください。

レノボのサービスは、すべてのモデルに対応しているわけではなく、提供状況によります。レノボは、製品の提
供内容や仕様を予告なく変更する権利を有します。正確な情報を提供するよう努めていますが、情報における編
集、写真、または誤植に対して責任を負いません。画像はイメージです。レノボ製品、サービス、および保証の
詳細な仕様については、www.lenovo.comをご覧ください。レノボとレノボのロゴは、レノボの商標または登録
商標です。他の会社名、製品名、およびサービス名は、他の企業の商標またはサービスマークである可能性があ
ります。© Lenovo 2023. All rights reserved
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